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 由布市告示第70号 

  令和４年第２回由布市議会定例会を次のとおり招集する 

     令和４年６月１日 

                                由布市長 相馬 尊重 

 １ 期 日  令和４年６月８日水曜日 

 ２ 場 所  由布市議会議事堂 

────────────────────────────── 

 ○開会日に応招した議員 

首藤 善友君         志賀 輝和君 

佐藤 孝昭君         髙田 龍也君 

坂本 光広君         吉村 益則君 

田中 廣幸君         加藤 裕三君 

平松惠美男君         太田洋一郎君 

加藤 幸雄君         甲斐 裕一君 

佐藤 郁夫君         渕野けさ子君 

佐藤 人已君         田中真理子君 

鷲野 弘一君         長谷川建策君 

────────────────────────────── 

 ○応招しなかった議員 

                    なし 

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

令和４年 第２回（定例）由 布 市 議 会 会 議 録（第１日） 

                             令和４年６月８日（水曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                        令和４年６月８日 午前10時00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸報告 

 日程第４ 請願について 

 日程第５ 報告第９号 専決処分の報告について 

 日程第６ 報告第10号 専決処分の報告について 

 日程第７ 報告第11号 令和３年度由布市土地開発公社の経営状況を説明する書類の提出につ

いて 

 日程第８ 報告第12号 令和４年度由布市土地開発公社の事業計画を説明する書類の提出につ

いて 

 日程第９ 報告第13号 令和３年度由布市一般会計繰越明許費繰越計算書について 

 日程第10 報告第14号 令和３年度由布市一般会計継続費繰越計算書について 

 日程第11 報告第15号 令和３年度由布市一般会計事故繰越し繰越計算書について 

 日程第12 報告第16号 令和３年度由布市水道事業会計予算繰越計算書について 

 日程第13 報告第17号 例月出納検査の結果に関する報告について 

 日程第14 承認第２号 専決処分の承認を求めることについて「令和４年度由布市一般会計補

正予算（第１号）」 

 日程第15 承認第３号 専決処分の承認を求めることについて「由布市税条例等の一部を改正

する条例」 

 日程第16 承認第４号 専決処分の承認を求めることについて「由布市税特別措置条例の一部

を改正する条例」 

 日程第17 承認第５号 専決処分の承認を求めることについて「由布市国民健康保険税条例の

一部を改正する条例」 

 日程第18 議案第40号 おおいた消防指令センターシステム整備業務委託契約の締結について 

 日程第19 議案第41号 由布市水道事業の設置に関する条例の一部改正について 

 日程第20 議案第42号 市道路線（国道２１０号側道線）の認定について 
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 日程第21 議案第43号 市道路線（阿蘇野養魚場線）の認定について 

 日程第22 議案第44号 令和４年度由布市一般会計補正予算（第２号） 

 日程第23 議案第45号 令和４年度由布市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸報告 

 日程第４ 請願について 

 日程第５ 報告第９号 専決処分の報告について 

 日程第６ 報告第10号 専決処分の報告について 

 日程第７ 報告第11号 令和３年度由布市土地開発公社の経営状況を説明する書類の提出につ

いて 

 日程第８ 報告第12号 令和４年度由布市土地開発公社の事業計画を説明する書類の提出につ

いて 

 日程第９ 報告第13号 令和３年度由布市一般会計繰越明許費繰越計算書について 

 日程第10 報告第14号 令和３年度由布市一般会計継続費繰越計算書について 

 日程第11 報告第15号 令和３年度由布市一般会計事故繰越し繰越計算書について 

 日程第12 報告第16号 令和３年度由布市水道事業会計予算繰越計算書について 

 日程第13 報告第17号 例月出納検査の結果に関する報告について 

 日程第14 承認第２号 専決処分の承認を求めることについて「令和４年度由布市一般会計補

正予算（第１号）」 

 日程第15 承認第３号 専決処分の承認を求めることについて「由布市税条例等の一部を改正

する条例」 

 日程第16 承認第４号 専決処分の承認を求めることについて「由布市税特別措置条例の一部

を改正する条例」 

 日程第17 承認第５号 専決処分の承認を求めることについて「由布市国民健康保険税条例の

一部を改正する条例」 

 日程第18 議案第40号 おおいた消防指令センターシステム整備業務委託契約の締結について 

 日程第19 議案第41号 由布市水道事業の設置に関する条例の一部改正について 

 日程第20 議案第42号 市道路線（国道２１０号側道線）の認定について 

 日程第21 議案第43号 市道路線（阿蘇野養魚場線）の認定について 
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 日程第22 議案第44号 令和４年度由布市一般会計補正予算（第２号） 

 日程第23 議案第45号 令和４年度由布市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

────────────────────────────── 

出席議員（18名） 

１番 首藤 善友君        ２番 志賀 輝和君 

３番 佐藤 孝昭君        ４番 髙田 龍也君 

５番 坂本 光広君        ６番 吉村 益則君 

７番 田中 廣幸君        ８番 加藤 裕三君 

９番 平松惠美男君        10番 太田洋一郎君 

11番 加藤 幸雄君        12番 甲斐 裕一君 

13番 佐藤 郁夫君        14番 渕野けさ子君 

15番 佐藤 人已君        16番 田中真理子君 

17番 鷲野 弘一君        18番 長谷川建策君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 馬見塚美由紀君        書記 畠中  勇君 

書記 生野 洋平君                  

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 ……………………… 相馬 尊重君   副市長 …………………… 小石 英毅君 

教育長 …………………… 加藤 淳一君   総務課長 ………………… 佐藤 正秋君 

財政課長 ………………… 庄  忠義君   総合政策課長 …………… 日野 正美君 

税務課長 ………………… 河野 克幸君                       

監査事務局長兼選挙管理委員会事務局長 ……………………………………… 利光 祐治君 

建設課長 ………………… 三ヶ尻郁夫君   水道課長 ………………… 大久保 暁君 

保険課長 ………………… 佐藤 俊吾君   高齢者支援課長 ………… 工藤 由美君 

挾間振興局長兼地域振興課長 …………………………………………………… 後藤 和敏君 

庄内振興局長兼地域振興課長 …………………………………………………… 秦 正次郎君 
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湯布院振興局長兼地域振興課長 ………………………………………………… 後藤 睦文君 

教育次長兼教育総務課長 ………………………………………………………… 花宮 宏城君 

消防長 …………………… 佐藤 尚也君   代表監査委員 …………… 大塚 裕生君 

────────────────────────────── 

午前10時00分開会 

○議長（長谷川建策君）  皆さん、おはようございます。 

 感染予防対策として、全ての方のマスクの着用をお願いいたします。 

 これより、令和４年第２回由布市議会定例会を開会いたします。 

 ただいまの出席議員数は１８名です。定足数に達していますので、ただいまから本日の会議を

開きます。 

 執行部より、市長、副市長、教育長、関係課長及び代表監査委員の出席を求めています。 

 本日の議事日程は、お手元に配付の議事日程第１号により行います。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（長谷川建策君）  まず、日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、７番、田中廣幸君、８番、加

藤裕三君の２名を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（長谷川建策君）  次に、日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 本定例会の会期は、本日から６月２１日までの１４日間といたしたいと思います。御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（長谷川建策君）  異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から６月２１日

までの１４日間と決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸報告 

○議長（長谷川建策君）  次に、日程第３、諸報告を行います。 

 まず、議長報告については、前期定例会終了後から今期定例会開会までの分をお手元に資料と

して配付しております。お目通しください。 

 次に、市長の行政報告を受けます。市長。 

○市長（相馬 尊重君）  皆様、おはようございます。 
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 令和４年第２回定例会の開会に当たりまして、議員各位には、公私ともに御多忙の中、御出席

を頂き、心から感謝を申し上げます。 

 さて、今回、提案することにしております報告９件、承認４件、議案６件につきましては、ど

うか慎重な御審議をお願いいたしますとともに、御賛同いただけますようお願い申し上げます。 

 本日、お手元に行政報告をお配りしております。御一読いただきますようお願いを申し上げる

次第です。 

 少し時間を頂きまして、幾つかの項目について御報告を申し上げます。 

 初めに、今回２年ぶりとなる、日出生台演習場で米海兵隊実弾射撃訓練が４月１０日から５月

４日までの２５日間行われました。３月２５日に由布市対策本部を開所の上、市民の皆様の安全

安心を確保する観点から、関係機関との連絡調整や情報収集、巡回パトロールなどによる対策に

努めたところでございます。 

 次に、３月２９日には三代目源流の皆様から、第２４回日本太鼓ジュニアコンクールにおいて、

見事、準優勝に輝いたことについて御報告を頂いたところです。 

 次に、４月１６日には谷むらづくり協議会、そして翌１７日には阿蘇野・直山まちづくり協議

会と地域まちづくり協議会活動に関する協働推進協定を締結いたしました。今後は、市とそれぞ

れの協議会との協働の上、地域課題の解決に向け、取り組んでまいりたいと考えているところで

ございます。 

 続きまして、４月２０日には、豊後高田市で大分県市長会春季定例会が開催されまして、九州

市長会に提出する議案と大分県に対して要望する事項について決定をいたしたところでございま

す。 

 次に、４月２１日には、由布高等学校の渡邉結愛さん、日野綺音さんの両名が、第３５回世界

バトントワーリング選手権大会日本代表選考会において、見事、優勝の栄冠に輝き、今年８月に

イタリアで開催される世界大会の出場を決められたことについて御報告を頂いたところです。 

 続きまして、５月１７日、１８日には、福岡県飯塚市で、第１３０回九州市長会が約２年半ぶ

りに対面によって開催され、基礎自治体が主体性を持って行政運営を行うことができるよう、都

市財政の拡充強化、災害対応力強化のための支援などの議案審議が行われたところです。 

 次に、５月３１日は、全国市長会、理事・評議員合同会議及び財政委員会に出席をし、地方税

財政等に関する提出議案並びに重点提言などについて審議を行いました。そして、翌６月１日に

開催されました第９２回全国市長会議（通常総会）で、ポストコロナを見据えた地域経済・雇用

対策の充実に関する決議や国土強靭化、防災・減災対策等の充実強化に関する決議など、６件の

決議が議決されたところです。 

 ところで、新型コロナの感染状況につきましては、少しずつ落ち着きつつあると思っておりま
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す。しかしながら、そうした中、マスクの着用について、基本的な対策として、人との距離や会

話の有無などによって着用が必要ではないという場面が、今回、厚生労働省から示されたところ

です。 

 しかしながら、まだまだ油断することはできず、引き続き、気を緩めることなく、県や関係機

関との連携を図りながら、感染拡大の防止に努めていくと同時に、地域経済の活性化にも取り組

んでまいりたいと考えているところです。 

 最後に、５,０００万円以上の工事請負契約については、今回、報告する案件はございません。 

 以上、報告といたします。 

○議長（長谷川建策君）  市長の行政報告が終わりました。 

 次に、会議規則第１４４条及び第１４５条の規定により、令和４年第１回定例会において採択

ならびに趣旨採択されました陳情の処理の経過と結果について、執行部より報告を求めます。副

市長。 

○副市長（小石 英毅君）  令和４年第１回定例会におきまして審議を頂きました陳情につきまし

て、その処理経過、結果報告を行います。 

 受理番号３（令和３年）、件名、陳情書（放課後児童クラブについて）ですが、令和３年

１０月時点で、挾間地域の新１年生になる子どもが放課後児童クラブの利用ができないという状

況が発生する懸念が生じました。このため、新たな児童クラブの開設に向けて、企業や既存の児

童クラブをはじめ、各方面の方々と協議をさせていただいた結果、くすのき児童クラブが、第

３児童クラブとして開設していただけることが決定いたしました。 

 令和４年４月より、挾間庁舎４階会議室を利用し、第３くすのき児童クラブを設置していただ

いたおかげで、待機児童も解消することができたところでございます。 

 今後につきましては、令和４年度中に挾間庁舎南側駐車場にモバイル住宅を設置し、第３くす

のき児童クラブを移転する予定となっております。 

 また、挾間小学校の校舎増築工事が計画されておりますが、放課後児童クラブも同敷地内に建

設を予定しておりますが、条件整備が整い次第、早急に放課後児童クラブ建設計画を進めていく

予定としております。 

 次に、陳情、受理番号１、件名、子どもたちへの新型コロナワクチン接種に関して配慮を求め

る陳情についてですが、５歳以上１１歳未満の新型コロナワクチン接種につきましては、令和

４年２月に接種券や接種説明書等を送付し、令和４年３月９日から開始しております。予防接種

等による感染や重症化を予防する効果と副反応のリスク、双方について理解した上で接種を受け

ていただけるよう、接種対象者には、チラシ、市報、ホームページ等でお知らせをしております。 

 また、体質や持病などの様々な理由により接種ができない人もおられます。接種を受けていな
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い方に差別的な扱いをしないよう、人権への配慮につきましてもチラシやホームページで啓発し

ております。今後も、ワクチン接種に関する情報を市民の皆様にお知らせしてまいるところです。 

 以上でございます。 

○議長（長谷川建策君）  陳情の処理の経過及び結果報告が終わりました。 

 以上で、諸報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．請願について 

○議長（長谷川建策君）  次に、日程第４、請願についてを議題とします。 

 議会事務局長に朗読を求めます。議会事務局長。 

○事務局長（馬見塚美由紀君）  事務局長です。それでは、お手元に配付の請願文書表により朗読

いたします。朗読に際しまして、請願者、紹介議員の氏名につきましては敬称を略させていただ

きます。 

 受理番号１、件名、地方財政の充実・強化を求める意見書採択について、請願者、大分市大手

町、大分県地方自治研究センター理事長中山敬三、紹介議員、佐藤郁夫、加藤裕三。 

 受理番号２、件名、県道６１６号線ＥＴＣ由布岳スマートインターＩＣから県道６１７号線接

続道路の新設についての請願、請願者、由布市湯布院町、塚原自治委員安川忠通、紹介議員、加

藤幸雄、太田洋一郎、吉村益則、高田龍也。 

 受理番号３、件名、義務教育費国庫負担制度の堅持を求める請願、請願者、由布市庄内町、大

分県教職員組合由布支部執行委員長浜小路国弘、紹介議員、佐藤郁夫、加藤裕三。 

 以上でございます。 

○議長（長谷川建策君）  ただいまの請願３件については、会議規則第１４１条により、お手元に

配付の請願文書表のとおり、所管の常任委員会に付託をいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．報告第９号 

日程第６．報告第１０号 

日程第７．報告第１１号 

日程第８．報告第１２号 

日程第９．報告第１３号 

日程第１０．報告第１４号 

日程第１１．報告第１５号 

日程第１２．報告第１６号 

日程第１３．報告第１７号 
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日程第１４．承認第２号 

日程第１５．承認第３号 

日程第１６．承認第４号 

日程第１７．承認第５号 

日程第１８．議案第４０号 

日程第１９．議案第４１号 

日程第２０．議案第４２号 

日程第２１．議案第４３号 

日程第２２．議案第４４号 

日程第２３．議案第４５号 

○議長（長谷川建策君）  次に、本定例会に提出されました日程第５、報告第９号から日程第１３、

報告第１７号までの報告９件、日程第１４、承認第２号から日程第１７、承認第５号の承認４件、

日程第１８、議案第４０号から日程第２３、議案第４５号までの議案６件を一括上程いたします。 

 市長に提案理由の説明を求めます。市長。 

○市長（相馬 尊重君）  それでは、上程されました議案につきまして、一括して提案理由を御説

明いたします。 

 本定例会で審議をお願いいたします案件は、報告９件、承認４件、議案６件でございます。 

 初めに、報告第９号及び報告第１０号の専決処分の報告については、いずれも市道の管理瑕疵

による事故の和解及び損害賠償を地方自治法第１８０条第１項の規定により専決処分したことに

ついて、同条第２項の規定により報告するものでございます。 

 次に、報告第１１号、令和３年度由布市土地開発公社の経営状況を説明する書類の提出につい

ては、令和４年４月２６日に開催されました由布市土地開発公社理事会において、令和３年度の

事業報告並びに決算が議決され、４月２６日付で公有地の拡大の推進に関する法律第１８条第

３項の規定により書類の提出がありましたので、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、

令和３年度由布市土地開発公社の経営状況を説明する書類を議会に提出し、報告するものでござ

います。 

 次に、報告第１２号、令和４年度由布市土地開発公社の事業計画を説明する書類の提出につい

ては、令和４年３月２５日に開催されました由布市土地開発公社理事会において、令和４年度の

事業計画及び収支予算並びに資金計画が議決され、同日付で公有地の拡大の推進に関する法律第

１８条第２項の規定により承認しましたので、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、

令和４年度由布市土地開発公社の事業計画を説明する書類を議会に提出し、報告するものでござ

います。 
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 次に、報告第１３号、令和３年度由布市一般会計繰越明許費繰越計算書については、新型コロ

ナウイルス緊急対策事業など２３事業について、翌年度繰越額と繰越財源が確定いたしましたの

で、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、報告するものでございます。 

 次に、報告第１４号、令和３年度由布市一般会計継続費繰越計算書については、し尿処理施設

整備事業及び防災情報システム整備事業について、翌年度逓次繰越額が確定いたしましたので、

地方自治法施行令第１４５条第１項の規定により、報告するものでございます。 

 次に、報告第１５号、令和３年度由布市一般会計事故繰越し繰越計算書については、小学校施

設整備事業及び農業用施設災害復旧費の２つの事業を事故繰越しとしております。それぞれ用地

の所有権移転登記の遅れや工事用資機材の供給不足により、年度内完了が困難となったもので、

地方自治法施行令第１５０条第３項の規定により、報告するものでございます。 

 次に、報告第１６号、令和３年度由布市水道事業会計予算繰越計算書については、年度内に工

事の完成ができなかった配水管布設替・配水管改良工事について、翌年度繰越額と繰越財源が確

定いたしましたので、地方公営企業法第２６条第３項の規定により、報告するものでございます。 

 次に、報告第１７号、例月出納検査の結果に関する報告については、監査委員による報告とな

りますので、代表監査委員より報告をいたします。 

 続きまして、承認第２号、令和４年度由布市一般会計補正予算（第１号）の専決処分の承認を

求めることについては、歳入歳出予算にそれぞれ２６４万２,０００円を追加し、予算の総額を

２０８億５,８４５万１,０００円としたことの承認をお願いするものでございます。 

 内容といたしましては、本年４月１６日より実施されました、在沖縄米軍による日出生台演習

場での実弾射撃訓練に係る対策費を計上したもので、緊急を要したことから、地方自治法第

１７９条第１項の規定により、令和４年４月４日付で専決処分を行ったものでございます。 

 次に、承認第３号、由布市税条例等の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることにつ

いては、現下の社会経済情勢等を踏まえ、固定資産税の税負担の調整、個人住民税の負担軽減措

置の延長等を行うほか、税負担軽減措置等の整理合理化等を目的として、地方税法等の一部が改

正されたことによるもので、緊急を要しましたことから、地方自治法第１７９条第１項の規定に

より、３月３１日付で専決処分を行ったものでございます。 

 次に、承認第４号、由布市税特別措置条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めるこ

とについては、令和４年３月３１日に適用期限を迎えます、地方における企業拠点の強化を促進

する税制措置の拡充及び延長等によるもので、緊急を要しましたことから、地方自治法第

１７９条第１項の規定により、３月３１日付で専決処分を行ったものでございます。 

 次に、承認第５号、由布市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求め

ることについては、地方税法施行令の改正が行われたことにより、国民健康保険税の賦課限度額
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を見直すもので、緊急を要しましたことから、地方自治法第１７９条第１項の規定により、３月

３１日付で専決処分を行ったものでございます。 

 続きまして、議案第４０号、おおいた消防指令センターシステム整備業務委託契約の締結につ

いては、おおいた消防指令センターシステム構成機器等の製造の請負を含む業務の委託契約を締

結するため、由布市議会の議決に付すべき契約及び特に重要な公の施設の廃止に関する条例第

２条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 次に、議案第４１号、由布市水道事業の設置に関する条例の一部改正については、由布市庄内

町における給水区域を改めることによるものでございます。 

 次に、議案第４２号、市道路線（国道２１０号側道線）の認定については、国道からの移管に

伴う市道認定をお願いするものでございます。 

 次に、議案第４３号、市道路線（阿蘇野養魚場線）の認定につきましては、県道からの移管に

伴う市道路線の認定をお願いするものでございます。 

 次に、議案第４４号、令和４年度由布市一般会計補正予算（第２号）は、歳入歳出それぞれに

４億４,６８３万円を追加し、予算総額を２１３億５２８万１,０００円にお願いするものでござ

います。歳入では、国から配分のありました新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

をはじめ、事業に伴う国県支出金などの特定財源が主なものでございます。 

 歳出については、長期化するコロナ禍において、多くの皆様が厳しい生活を余儀なくされ、市

内事業者の皆様も、事業継続に向け、創意工夫や企業努力をしながら懸命に取り組まれておりま

す。 

 また、ウクライナ情勢や円安の進行などを要因として、原油価格の高騰をはじめ、生活に欠か

せない資材や原材料などの物価が高騰し、暮らしや経済を直撃する状況になっております。 

 このような状況を踏まえ、このたび補正予算の編成に当たりましては、この影響が強く懸念さ

れる市民や事業者に対する支援策、また、消費の下支えとなる対策を地方創生臨時交付金や県補

助金を財源として計上をいたしたところです。 

 具体的には、国制度の支給終了後に、なお生活困窮状況が続いている世帯への生活困窮者サ

ポート給付金、コロナ禍の中、各種サービスを継続して提供していただいている福祉事業所や医

療機関、子育て支援施設等への臨時支援金、幼稚園、小中学校及び幼児教育・保育施設などにお

ける給食費の値上げ抑止を図るため、食材等の品質の維持に向けた食材高騰対策補助金、地域農

業を支える認定農業者等に対する生産資材の購入経費補助金、また、さらなる地域経済の循環と

消費喚起を目指し、紙・電子の２種類のプレミアム率３０％及び４０％の商品券を３万セットの

発行に係る補助金などとなっております。 

 さらに、全額、国庫補助金を活用した事業として、令和４年度に住民税均等割が新たに非課税
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になった世帯への給付金や児童扶養手当受給者等への特別給付金、４回目の新型コロナウイルス

ワクチン接種に向けた経費などを計上いたしたところです。 

 このほか、現在、利用に支障が生じている狭霧台園地のトイレの給水施設の整備工事、また、

マイナンバーカードの交付率向上に向けた個人番号カード交付事業経費、県域の園芸支援品目で

ある白ネギの生産拡大に向けた推進事業補助金などをお願いいたしているところでございます。 

 なお、各科目におきまして、４月の人事異動に伴う給与費の組替えと第１回定例会で可決を頂

きました職員の給与の特例に関する条例の一部改正に伴う給与の減額分の措置をいたしておりま

す。 

 次に、議案第４５号、令和４年度由布市介護保険特別会計補正予算（第１号）については、歳

入歳出予算にそれぞれ５万８,０００円を追加し、予算総額を４３億１,７８３万７,０００円に

お願いするものでございます。 

 歳入では、国庫支出金、支払基金交付金、県支出金を増額し、繰入金を減額するもので、歳出

では、地域支援事業費を増額するものでございます。 

 以上で、私からの説明を終わります。詳細につきましては、担当課長より説明をいたしますの

で、何とぞ慎重なる御審議の上、御賛同いただきますようお願いをいたします。 

○議長（長谷川建策君）  市長の提案理由の説明が終わりました。 

 次に、報告第１７号について、代表監査委員より報告を求めます。大塚代表監査委員。 

○代表監査委員（大塚 裕生君）  代表監査委員の大塚です。 

 それでは、報告第１７号について御報告申し上げます。 

 報告第１７号、例月出納検査の結果に関する報告について。 

 地方自治法第２３５条の２第３項の規定により、例月出納検査の結果に関する報告を別紙のと

おり提出する。 

 令和４年６月８日提出、由布市代表監査委員大塚裕生。 

 １ページから３ページに報告の内容を記載しております。地方自治法第２３５条の２第１項の

規定により、令和４年１月分、２月分、３月分の例月出納検査をそれぞれ２月２８日、３月

２５日、４月２５日に実施いたしました。 

 検査の対象は、会計管理者と企業出納員の保管する各月末日現在の現金のあり高と出納状況で

す。現金のあり高、出納関係諸表の計数の正確性の検証と現金の出納事務が適正に行われている

かを検証いたしました。 

 検査の結果、資料の計数は諸帳票の計数と一致しており、適正に処理されていると認められま

した。 

 以上で、報告を終わります。 
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○議長（長谷川建策君）  大塚代表監査委員より、報告が終わりました。 

 次に、ただいま上程されました各議案について、詳細説明を求めます。 

 まず、報告第９号及び報告第１０号について、続けて詳細説明を求めます。総務課長。 

○総務課長（佐藤 正秋君）  総務課長でございます。詳細説明を申し上げます。 

 報告第９号、専決処分の報告について。地方自治法第１８０条第１項の規定により、和解及び

損害賠償の額を定めたことについて、同条第２項の規定により報告する。令和４年６月８日提出、

由布市長。 

 次ページをお開きください。専決処分書となっております。令和４年４月２８日、専決処分を

行っております。 

 次ページには、和解内容及び損害賠償の額を記載しております。 

 事故概要といたしましては、令和４年３月１３日午後１時頃、由布市挾間町鬼崎１１６１番地

先の市道田小野中恵線において、甲の管理する市道のコンクリートの舗装が剥がれていたため、

乙の所有する自動車が通行する際に当該コンクリート舗装が跳ね上がり、車両下部と接触し、乙

の車両に損害を与えたものでございます。 

 和解条件として、甲は乙に対して、過失割合１００％分に当たる本件事故に係る損害賠償金の

支払い義務があることを認め、損害賠償金３３万６,０００円を支払うものでございます。 

 次ページには、現場や車両の破損状況を示す写真等を記載しているところでございます。 

 次に、報告第１０号、専決処分の報告について。地方自治法第１８０条第１項の規定により、

和解及び損害賠償の額を定めたことについて、同条第２項の規定により報告する。令和４年６月

８日提出、由布市長。 

 次ページをお開きください。専決処分書となっております。令和４年５月２４日、専決処分を

行っております。 

 次ページには、和解内容及び損害賠償の額を記載しております。 

 事故概要といたしましては、令和４年３月２６日午前７時頃、由布市湯布院町湯平２７３１番

地２先の市道扇山線において、甲の管理する市道上に落石があり、乙の所有する自動車が通行す

る際に当該落石にタイヤが乗り上げ、乙の車両に損害を与えたものでございます。 

 和解条件としては、甲は乙に対して、過失割合５０％分に当たる本件事故に係る損害賠償金の

支払い義務があることを認め、損害賠償金６,３７５円を支払うものでございます。 

 次ページには、現場や車両の破損状況を示す写真を記載しているところでございます。御参照

いただければと思います。 

 以上でございます。 

○議長（長谷川建策君）  次に、報告第１１号及び報告第１２号について、続けて詳細説明を求め
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ます。総合政策課長。 

○総合政策課長（日野 正美君）  総合政策課長です。報告第１１号並びに第１２号の詳細説明を

行います。 

 報告第１１号、令和３年度由布市土地開発公社の経営状況を説明する書類の提出について。地

方自治法第２４３条の３第２項の規定により、由布市土地開発公社の経営状況を説明する書類を

次のとおり提出する。令和４年６月８日提出、由布市長。 

 １ページをお開きください。令和４年４月２６日の由布市土地開発公社理事会において、令和

３年度の事業報告及び決算が議決され、公有地の拡大の推進に関する法律第１８条第３項の規定

により、事業報告書及び財務諸表が、監査意見書とともに提出されましたので、地方自治法第

２４３条の３第２項の規定により、報告をいたします。 

 ４ページをお開きください。令和３年度由布市土地開発公社の事業報告書ですが、令和３年度

は、土地の処分並びに借入金の繰上償還等を行っております。 

 １の事業概要に記載していますが、管理業務として、市道向原別府線用地の売却により

１,８００万円の収益があり、土地開発基金からの借入れ分１,８００万円を返済いたしました。

また、新たに土地開発基金から６,０００万円を借入れ、土地開発公社の預金と併せて、大分み

らい信用金庫からの借入金６,７３９万８,６４０円の繰上償還を行いました。 

 次に、６ページをお開きください。令和３年度の財務諸表について、御説明いたします。 

 まず、貸借対照表ですが、７ページを御覧ください。 

 令和４年３月３１日時点での公社の１年間の財政状況を資産の部、負債の部、資本の部で現在

高を示したもので、資産合計並びに負債資本合計ともに、８,４１４万６,５２７円となっており

ます。 

 次に、８ページを御覧ください。損益計算書です。 

 １年間の収益、費用、純利益を一覧表にして経営成績として示すもので、当期純利益について

は１６５円の純利益となっております。 

 次に、９ページのキャッシュフロー計算書ですが、１年間の現金、預金の動きを表したもので、

現金及び現金同等物期末残高は３７４万３,３８７円となっております。 

 その内訳は１３ページにございますが、普通預金の年度末残高は７０万９,７７４円、定期預

金残高は３０３万３,６１３円で、先ほど申し上げました繰上償還のため、普通預金、定期預金

の一部を解約しております。 

 １０ページは、販売費及び一般管理費で、人件費と一般経費９万２,６５０円の内訳を記載し

ております。 

 １１ページを御覧ください。準備金計算書です。前年度繰越準備金１,１１４万６,３６２円に
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当期純利益１６５円を加えた１,１１４万６,５２７円が当期準備金となり、下段の準備金処理計

算書により次期繰越準備金として処理をしております。 

 次に、１２ページは財産目録で、資産合計８,４１４万６,５２７円から負債合計６,０００万

円を差し引いた２,４１４万６,５２７円が純資産ということになります。 

 以下、１４ページ以降に、現金及び預金明細表、残高証明書、公有用地明細表、資産明細表、

借入金明細表等を添付しております。 

 次に、２４ページ、２５ページには、令和３年度の中間監査並びに決算に係る監査意見書を添

付しております。 

 以上で、報告第１１号の詳細説明を終わります。 

 続きまして、報告第１２号の詳細説明を行います。 

 報告第１２号、令和４年度由布市土地開発公社の事業計画を説明する書類の提出について。地

方自治法第２４３条の３第２項の規定により、由布市土地開発公社の事業計画を説明する書類を

次のとおり提出する。令和４年６月８日提出、由布市長。 

 １ページをお開きください。令和４年３月２５日に由布市土地開発公社理事会において、令和

４年度由布市土地開発公社の事業計画及び収支予算並びに資金計画が議決され、公有地の拡大の

推進に関する法律第１８条第２項の規定により承認されましたので、地方自治法第２４３条の

３第２項の規定により報告いたします。 

 まず、１ページの令和４年度事業計画についてですが、新規取得の計画はなく、公有地取得事

業の管理利息として１件、下湯平若者定住活性化事業の借入金利息の計上をしております。 

 次に、２ページから予算となっております。 

 収益的収入については、附帯等事業収益、補助金等収益、受取利息で１３万２,０００円。収

益的支出は、一般管理費と支払利息並びに予備費で１３万２,０００円を計上しております。 

 次に、３ページを御覧ください。令和４年度の借入金限度額は６,０００万円と定めておりま

す。 

 ４ページには、予算の実施計画を記載しております。５ページに一般管理費の明細、６ページ

には令和４年度の資金計画、７ページは予定貸借対照表、８ページは予定損益計算書、９ページ

は予定キャッシュフロー計算書を添付しておりますので、参照いただきたいと思います。 

 以上で、詳細説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（長谷川建策君）  次に、報告第１３号から報告第１５号まで、続けて説明を求めます。財

政課長。 

○財政課長（庄  忠義君）  財政課長です。初めに、報告第１３号について、詳細説明をいたし

ます。 
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 報告第１３号、令和３年度由布市一般会計繰越明許費繰越計算書について。地方自治法施行令

第１４６条第２項の規定により、繰越明許費に係る歳出予算の経費を繰り越したので、報告する。

令和４年６月８日提出、由布市長。 

 裏面を御覧ください。令和３年度由布市一般会計繰越明許費繰越計算書です。国及び県の令和

３年度補正予算成立に伴う新型コロナウイルス緊急対策事業や道路整備事業、農業用施設及び公

共土木施設災害復旧費など２３事業の明許繰越を行い、翌年度、繰越額の合計は２４億２,７６８万

１,０００円となっております。 

 繰越理由につきましては、補正予算提案の際に御説明をいたしておりますので、省略をさせて

いただきます。 

 次に、報告第１４号を御説明をいたします。 

 報告第１４号、令和３年度由布市一般会計継続費繰越計算書について。地方自治法施行令第

１４５条第１項の規定により、継続費に係る歳出予算の経費を繰り越したので、報告する。令和

４年６月８日提出、由布市長。 

 裏面の計算書を御覧ください。２つの事業がございますが、令和２年度から３か年の継続費と

なっています４款２項のし尿処理施設整備事業につきましては、翌年度逓次繰越額が１,１７６万

３,０００円に確定し、令和３年度から２か年の継続費となっています９款１項の防災情報シス

テム整備事業につきましては、翌年度逓次繰越額が１,８５９万１,０００円に確定いたしました

ので、報告をするものでございます。 

 次に、報告第１５号を御説明をいたします。 

 報告第１５号、令和３年度由布市一般会計事故繰越し繰越計算書について。地方自治法施行令

第１５０条第３項の規定により、事故繰越しに係る歳出予算の経費を繰り越したので、報告する。

令和４年６月８日提出、由布市長。 

 裏面を御覧ください。 

 ２つの事業を事故繰越しとしておりますが、１０款２項の小学校施設整備事業につきましては、

挾間小学校校舎増築に係る用地取得に関しまして、地権者との用地交渉に時間を要し、分筆登記

及び所有権移転登記の年度内完了が困難となったものでございます。 

 また、１１款１項の農業用施設災害復旧費につきましては、令和２年７月豪雨災害に係る農地

等の復旧工事において、令和３年度に明許繰越をしたもののうち２０３件について、災害復旧事

業の集中により必要とする資機材の調達が不安定で入手が困難であったため、工事施工に不測の

日数を要し、年度内完了が困難となったもので、２つの事業を合わせた翌年度繰越額は４億

３,４８５万４,０５３円となっております。 

 以上でございます。 



- 17 - 

○議長（長谷川建策君）  次に、報告第１６号について、詳細説明を求めます。水道課長。 

○水道課長（大久保 暁君）  水道課長です。報告第１６号について詳細説明を行います。 

 報告第１６号、令和３年度由布市水道事業会計予算繰越計算書について。地方公営企業法第

２６条第３項の規定により、次の繰越計算書のとおり報告する。令和４年６月８日提出、由布市

長。 

 今回の報告は、地方公営企業法第２６条第１項の規定による建設改良費の報告です。 

 裏面の計算書を御覧ください。 

 ４款資本的支出１項建設改良費、事業名、配水管布設替・配水管改良等工事、予算計上額

３,８８３万１,０００円、翌年度繰越額３,８８３万１,０００円でございます。事業内容といた

しましては、道路改良工事の進捗に伴うため、年度内に工事の完成ができなかった県道小挾間大

分線道路改良工事に伴う送配水管布設替工事など、８事業になります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（長谷川建策君）  次に、承認第２号について詳細説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（庄  忠義君）  財政課長です。承認第２号について詳細説明をいたします。 

 承認第２号、専決処分の承認を求めることについて。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和４年度由布市一般会計補正予算（第１号）に

ついて別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。 

 令和４年６月８日提出。由布市長。 

 裏面を御覧ください。 

 特に緊急を要するため、令和４年４月４日付で専決処分を行っております。 

 次に、一般会計補正予算をお願いいたします。 

 令和４年度由布市一般会計補正予算（第１号）。 

 令和４年度由布市の一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２６４万２,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ２０８億５,８４５万１,０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

 令和４年４月４日専決。由布市長。 

 １ページから、第１表、歳入歳出予算補正となっております。 

 歳入歳出の款項ごとに補正額を計上いたしております。 

 ３ページからは補正予算事項別明細書となっております。 

 ８ページをお願いいたします。 
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 歳出でございますが、２款１項１２目防衛施設周辺整備総務費の区分１、米海兵隊移転訓練対

策事業費は、本年４月から陸上自衛隊日出生台演習場で行われた訓練に係る対策費となっており

ます。 

 内容的には、消防団への巡回謝礼１５万６,０００円や、若杉地区児童生徒保護対策としての

ガソリンチケット代６万８,０００円、また若杉連絡所設置に伴う仮設ユニットハウス借上料

９４万６,０００円、仮設電気設備工事費２８万２,０００円などとなっております。このうち若

杉連絡所設置運営に係る経費の２分の１を共通経費として県が負担することから、歳入の雑入で

６９万１,０００円を計上いたしております。 

 以上でございます。 

○議長（長谷川建策君）  次に、承認第３号及び承認第４号の詳細説明を求めます。税務課長。 

○税務課長（河野 克幸君）  税務課長です。承認第３号及び承認第４号について詳細説明をいた

します。 

 まず、承認第３号について詳細説明を行います。 

 承認第３号、専決処分の承認を求めることについて。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、由布市税条例等の一部を改正する条例を別紙のと

おり専決処分したので、同条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。 

 令和４年６月８日提出。由布市長。 

 裏面を御覧ください。専決処分書です。 

 令和４年３月３１日付で専決処分を行っております。 

 それでは、今回の条例の改正の要点について御説明いたします。 

 まず、個人住民税関係としまして３点ございます。 

 １つ目が、公的年金等の収入金額から所得金額を算出する際に合計所得金額を用いますが、令

和４年度より、この合計所得金額に退職所得を含まないこととする措置、また課税に必要な情報

を確実に把握できるようにするため、給与所得者や公的年金受給者の扶養親族申告書などに退職

手当などを有する一定の配偶者・扶養親族の氏名等を記載して申告することとするものでござい

ます。 

 ２点目が、所得税における住宅ローン控除の適用期限が令和７年１２月末まで４年間延長され

たことに伴いまして、所得税では控除しきれなかった額を個人住民税から控除するという措置を

同じく延長するとともに、控除限度額の見直しを行うものでございます。 

 ３つ目が、上場株式等の配当所得等における課税方式が、現行では、所得税と個人住民税にお

きまして異なる課税方式の選択が可能でありましたけれど、公平性の観点から、課税方式を一致

させることとする改正でございます。 
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 次に、固定資産税関係としまして２点ございます。 

 １つ目が、土地に係る固定資産税の負担措置につきまして、令和４年度に限りまして商業地に

係る課税標準の上昇幅を現行では評価額の５％のところ、半分の２.５％とする措置でございま

す。 

 ２つ目が、省エネ改修工事を行った既存住宅に係る税額の減額措置につきまして、対象住宅の

拡充、期限の延長を行うものでございます。 

 次に、納税環境の整備としまして、民法等の一部改正により納税証明書や固定資産税課税台帳

などにおきまして、ＤＶ被害者等の住所が記載されることのないよう、住所に代わる事項を記載

することとする改正を行っております。 

 その他の改正につきましては、項ずれ等の軽微なものとなっております。 

 ４ページを御覧ください。 

 ４ページからの附則に、それぞれの規定の施行期日及び経過措置等を記載しておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 以上で、承認第３号の詳細説明を終わります。 

 続きまして、承認第４号につきまして詳細説明を行います。 

 承認第４号、専決処分の承認を求めることについて。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、由布市税特別措置条例の一部を改正する条例を別

紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。 

 令和４年６月８日提出。由布市長。 

 裏面を御覧ください。専決処分書です。 

 令和４年３月３１日付で専決処分を行っております。 

 それでは、内容につきまして御説明申し上げます。 

 ２ページ目の新旧対照表をお願いいたします。 

 第２条の改正につきましては、租税特別措置法の改正による項ずれ等によるものでございます。 

 次のページの第４条につきましては、企業の本社機能移転を促進し、地方における雇用の創出

を図るため、地方拠点強化税制、いわゆる税制の優遇措置の適用期限を２年間延長するとともに、

整備計画の認定から事業の用に供するまでの期間を１年延長するものとなっております。 

 施行日は、令和４年４月１日からとなります。 

 以上で、承認第４号の詳細説明を終わります。 

○議長（長谷川建策君）  次に、承認第５号について詳細説明を求めます。保険課長。 

○保険課長（佐藤 俊吾君）  保険課長です。承認第５号につきまして詳細説明をいたします。 

 承認第５号、専決処分の承認を求めることについて。 
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 地方自治法第１７９条第１項の規定により、由布市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

を別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。 

 令和４年６月８日提出。由布市長。 

 裏面の専決処分書を御覧ください。地方税法施行令等の一部を改正する政令の公布に伴いまし

て、令和４年３月３１日付で専決処分を行っております。 

 次のページは、由布市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の改正文でございます。 

 改正内容の説明につきましては、次のページからの新旧対照表により御説明させていただきま

す。 

 新旧対照表、上段、第３条第２項につきましては、基礎課税額の賦課限度額を「６３万円」か

ら「６５万円」に、第３項は、後期高齢者支援金等課税額の賦課限度額を「１９万円」から

「２０万円」に、それぞれ改正するものであります。 

 続きまして、第２２条第１項につきましては、保険税の軽減による減額後の基礎課税額及び後

期高齢者支援金等課税額の賦課限度額につきまして、第３条と同様に「６３万円」から「６５万

円」に、「１９万円」から「２０万円」にそれぞれ改正するものでございます。 

 同項第１号につきましては、現行、前年中に「同条第１項」を、前年中に「同項」に改めるも

のでございます。 

 附則といたしまして、施行期日は令和４年４月１日、運用につきましては令和４年度以降の年

度分の国民健康保険税について適用いたします。 

 以上で、承認第５号の詳細説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（長谷川建策君）  次に、議案第４０号について詳細説明を求めます。消防長。 

○消防長（佐藤 尚也君）  消防長でございます。議案第４０号について詳細説明をいたします。 

 議案第４０号、おおいた消防指令センターシステム整備業務委託契約の締結について。 

 次のとおり、委託契約を締結することについて、由布市議会の議決に付すべき契約及び特に重

要な公の施設の廃止に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求める。 

 令和４年６月８日提出。由布市長。 

 契約の目的は、おおいた消防指令センターシステム整備業務委託でございます。 

 契約の方法は、大分市消防局によるプロポーザルの結果に基づく随意契約でございます。 

 契約の金額は、消費税を含む２億８,１４０万４,２００円でございます。 

 契約の相手方は、大分市東春日町１７番１９号、日本電気株式会社大分支店です。 

 裏面をお願いいたします。 

 令和４年３月９日付で大分県域消防指令業務共同運用検討協議会会長、大分市消防局長でござ

いますが、から協議会委員、県下各消防本部消防長宛てに発出されました、おおいた消防指令セ
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ンターシステム整備業務委託候補者選定結果についての写しでございます。 

 提案金額の６６億円は、おおいた消防指令センターシステムの共通整備分と県下各消防本部消

防局の個別整備分の合計額でございます。 

 契約金額の２億８,１４０万４,２００円につきましては、由布市消防本部の個別整備分でござ

います。 

 契約相手方の日本電気株式会社大分支店とは、令和４年５月１９日付で仮契約を締結しており

ます。 

 以上で、詳細説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（長谷川建策君）  ここで暫時休憩します。再開は１１時１５分といたします。よろしくお

願いします。 

午前10時58分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時15分再開 

○議長（長谷川建策君）  再開します。 

 次に、議案第４１号について詳細説明を求めます。水道課長。 

○水道課長（大久保 暁君）  水道課長です。議案第４１号について詳細説明を行います。 

 議案第４１号、由布市水道事業の設置に関する条例の一部改正について。 

 由布市水道事業の設置に関する条例の一部を改正する条例を別記のように定める。 

 令和４年６月８日提出。由布市長。 

 裏面を御覧ください。 

 この条例の一部改正は、令和２年度由布市簡易水道事業統合に伴い、庄内簡易水道を由布市水

道事業に統合した際、給水区域外である「渕５区の一部」「日ヶ暮」「上重」「大龍西部の一

部」を誤謬により給水区域としていたため、条例改正を行うものです。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（長谷川建策君）  次に、議案第４２号及び議案第４３号、続けて詳細説明を求めます。建

設課長。 

○建設課長（三ヶ尻郁夫君）  建設課長です。議案第４２号、市道路線（国道２１０号側道線）の

認定について詳細説明を行います。 

 市道路線を次のように認定したいので、道路法第８条第２項の規定により、議会の議決を求め

る。 

 路線名、国道２１０号側道線、起点、由布市挾間町挾間５５８番７地先、終点、由布市挾間町

下市４５６番９地先。 
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 令和４年６月８日提出。由布市長。 

 これは国道２１０号線の側道移管に伴い、市道として管理することによるものでございます。 

 詳細については、裏面を御覧ください。 

 次に、議案第４３号、市道路線（阿蘇野養魚場線）の認定について詳細説明を行います。 

 市道路線を次のように認定したいので、道路法第８条第２項の規定により、議会の議決を求め

る。 

 路線名、阿蘇野養魚場線、起点、由布市庄内町阿蘇野４０３４番１１地先、終点、由布市庄内

町阿蘇野４１４９番１地先。 

 令和４年６月８日提出。由布市長。 

 これは県道田野庄内線旧道移管に伴い、市道として管理することによるものでございます。 

 詳細については、裏面を御覧ください。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（長谷川建策君）  次に、議案第４４号について詳細説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（庄  忠義君）  財政課長です。議案第４４号について詳細説明をいたします。 

 議案第４４号、令和４年度由布市一般会計補正予算（第２号）。 

 令和４年度由布市の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億４,６８３万円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ２１３億５２８万１,０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

 第２条、債務負担行為の追加は、第２表、債務負担行為補正による。 

 令和４年６月８日提出。由布市長。 

 １ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正です。２ページにかけまして、歳入歳出の款項ごとに補正額を計上

いたしております。 

 ３ページをお願いいたします。 

 第２表、債務負担行為補正です。令和９年１０月供用開始予定の新環境センターの整備等に当

たっては、民間事業者が設計・建設から維持管理・運営までを担うＰＦＩ・ＢＴО方式にて一括

発注することから、建設、運営等に係る分担金１件を追加するもので、令和５年度から令和

２８年度までの２４年間における限度額６３億７,９４４万７,０００円の債務負担行為を設定す

るものでございます。 

 ４ページからは補正予算事項別明細書となっております。 
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 ７ページをお願いいたします。 

 歳入でございますが、１６款２項１目の２節総務費補助金の新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金１億７,３６０万８,０００円は、４月末に国から交付限度額の通知がありまし

た原油価格及び物価高騰に対応した交付金でございます。 

 この交付金の充当先につきましては、当初予算に計上いたしております事業者支援一時金及び

今補正予算に計上いたしております７つの事業を想定しておりますけれども、今後、対象事業費

が確定をした段階で、みらいふるさと基金及び一般財源との組替えをする予定といたしておりま

す。 

 ９ページをお願いいたします。 

 １８款２項１目の１節土地建物売払収入５３９万５,０００円は、未利用地の一般競争入札に

よる売払収入などで財産管理費などに充当いたしております。 

 １９款１項２目の１節指定寄附金２０万円は、スポーツ施設整備に対する民間団体からの寄附

金で、スポーツ施設管理事業へ充当しております。 

 ２０款１項１目の２節基金繰入金３,２２８万６,０００円の減額は、本補正の収支の均衡を図

るため、財政調整基金からの繰入れを減額いたしております。 

 ２２款５項２目の１節雑入の地域振興課（庄内）１３２万円は、本年２月に発生をしました本

庁舎非常用発電設備からの燃料漏れにつきまして、設備施工業者の施工不良が原因であることが

判明したことから、燃料漏れ後に実施をしました土壌環境調査に要した経費１３２万円について

施工業者が負担することとなったため、同額を雑入で受け入れるものでございます。 

 その他、特定財源として歳出科目に充てられているものは、歳出の項目で説明をいたします。 

 １１ページをお願いいたします。 

 歳出でございますが、まずは歳出予算中の給与管理費につきましては、４月の人事異動及び機

構改革に伴う職員給与費の組替え、また第１回定例会で可決いただきました給与の特例に関する

条例の一部改正に伴う給与の減額分を措置いたしております。 

 また、会計年度任用職員の報酬についても、配置された人数や任用年数及び職種などに基づき、

各項目で補正措置をいたしております。 

 なお、巻末の５５ページから給与費明細書を掲載しておりますので、御参照いただきたいと思

います。 

 それでは、１７ページをお願いいたします。 

 ２款１項９目地域振興費の区分１、コミュニティ施設整備促進事業（湯布院）は、指定管理施

設である狭霧台園地において、トイレの給水施設に支障が生じていることから、深井戸の揚水管

や水中ポンプの引上げによる原因調査工事を行い、その調査結果に基づき、水中ポンプの取替え
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や新たな貯水タンクなどの給水設備を整備する工事費を計上させていただいております。 

 １９ページをお願いいたします。 

 ２款３項１目戸籍住民基本台帳費の区分１、個人番号カード交付事業は、マイナンバーカード

の交付率向上に向けた対策として、出張申請支援業務委託やマイナポイントチラシの印刷費、ラ

ジオＣＭ放送料などを計上しており、特定財源として全額国庫補助金を充当しております。 

 ２１ページをお願いいたします。 

 ３款１項１目社会福祉総務費の区分２、新型コロナウイルス緊急対策事業（社会福祉）は、世

帯全員の令和４年度分の住民税均等割が新たに非課税となった世帯、並びに新型コロナウイルス

感染症の影響により新たに住民税非課税世帯と同様の事情にあると認められる家計急変世帯に

１世帯当たり１０万円を給付するもので、最大１,１００世帯を想定した予算としております。 

 また、この事業に係るシステム改修及びコールセンター業務委託料など事務的経費を加え、総

額１億１,８４７万７,０００円を計上しており、財源は全額国庫補助金を充当しております。 

 また、２２節償還金利子及び割引料１,２４２万円については、令和３年度補正予算（第

８号）で計上いたしました、令和３年度分の住民税均等割非課税世帯等に対する給付金及び事務

費について、実績に基づく国庫補助金の返納分でございます。 

 ２４ページをお願いいたします。 

 区分３、新型コロナウイルス緊急対策事業（福祉医療）の１８節福祉事業所等支援金は、コロ

ナ禍や物価高騰を背景に厳しい経営や運営状況の中、各種サービスを継続して提供いただいてい

る市内の介護や障害福祉サービス事業所、医療機関、児童クラブなどに対する臨時支援金で、従

業員数に応じて１事業所当たり５万円から２０万円を支給するものでございます。 

 次に、２７ページをお願いいたします。 

 ３款２項１目児童福祉総務費の区分１、新型コロナウイルス緊急対策事業（児童福祉）は、幼

児教育・保育施設等において、食材費の価格高騰により、子どもの発達に必要な栄養バランスの

取れた給食提供への影響が懸念されるため、給食費の保護者負担増を抑止し、引き続き、子ども

の成長に必要な給食を提供する施設を支援する幼児教育保育施設等支援事業費補助金です。 

 対象となるのは、市内の認可保育所、認定こども園、小規模保育施設、認可外保育施設の

１４施設で、材料の高騰相当額に当たる月５００円を７月１日時点の利用児童数に応じて、７月

から来年３月までの９か月間助成をするもので、特定財源として２分の１の県補助金を充当いた

しております。 

 その下、区分２、新型コロナウイルス緊急対策事業（子育て世帯生活支援特別給付金）は、新

型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、物価高騰などに直面する低所得の子育て世帯

に対して特別給付金を支給する経済支援策です。 
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 支給対象者は、児童扶養手当受給者等で、児童１人当たり５万円の現金給付を行うものです。ま

た、この事業に係るシステム改修業務委託料など事務的経費を加え、総額４,６２１万１,０００円

を計上しており、特定財源として全額国庫補助金を充当いたしております。 

 ２９ページをお願いいたします。 

 ３款２項２目子育て支援費の区分１、児童健全育成事業は、挾間庁舎南側駐車場に建設予定で、

平時は児童クラブとして活用するコンテナ型ハウスの建築に当たって、建築基準法上、幅員

４メートル以上の道路に接続する避難経路を確保する必要があることから、市道天神橋同尻線へ

の接道となる南側階段の有効幅を確保するなどの改修工事を行うものです。 

 次に、３款３項１目生活保護総務費の区分３、新型コロナウイルス緊急対策事業（生活困窮者

自立支援金）の１８節生活困窮者サポート給付金は、当初予算において国制度に基づく自立支援

金を計上いたしておりますが、支給が終了してもなお物価高騰等により生活困窮状況が継続して

いる世帯に対し、国制度の１か月分の２分の１となる額を市独自に給付金として支給をするもの

で、支給額は１人世帯３万円、２人世帯４万円、３人以上世帯５万円となっております。 

 ３１ページをお願いいたします。 

 ４款１項４目予防費の区分１、予防接種推進事業の１２節委託料は、子宮頸がん予防ワクチン

接種及び小児がん患者等再予防接種に係る委託料で、１３２万８,０００円、また風疹抗体検査

事業におけるクーポン券発行等業務委託料９６万８,０００円となっております。 

 特定財源として、小児がん患者等再予防接種委託料に県補助金、風疹抗体検査クーポン券発行

等業務委託料に国庫補助金をそれぞれ２分の１充当しております。 

 その下、区分２、新型コロナウイルスワクチン接種事業は、４回目接種に伴う医療機関への接

種業務委託料などで、財源は全額国庫支出金を充当しております。 

 なお、対象は３回目接種から５か月以上経過した６０歳以上の方及び１８歳以上で、基礎疾患

があるなど重症化リスクの高い方となっております。 

 ４款１項５目環境衛生総務費の区分１、水道未普及地域改善事業は、庄内町阿蘇野の上重水道

組合が管理する水道施設について、湧水量が減少し、給水に支障が生じていることから、新たな

井戸の掘削や水中ポンプ設置工事等に対する水道施設整備事業補助金で、補助率は事業費の

６０％となっております。 

 次に、３７ページをお願いいたします。 

 ６款１項３目農業振興費の区分２、園芸産地整備事業の１８節短期集中検疫支援品目生産拡大

推進事業費補助金は、他市から由布市に移住して営農する方に対する生産基盤の整備支援で、白

ネギ栽培に係る収穫機や防除機などの生産出荷機械、鳥獣防護柵、種苗費の整備に対する補助金

で、補助率は、県２分の１、市６分の１、種苗費にあっては、県２分の１、市４分の１となって
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おります。 

 また、県の補助要綱の改正により当初予算に計上いたしておりました、ねぎ産出額１００億円

プロジェクト推進事業費補助金の全額と、園芸産地づくり支援事業費補助金の一部を、この補助

金に組み替えて計上させていただいております。 

 その下、区分４、新型コロナウイルス緊急対策事業（農業振興）の１８節耕畜連携循環型農業

推進事業補助金は、当初予算に計上している補助金でございますが、本補助金の対象となってい

る鳥獣害防止柵の資材高騰を受け、その高騰分に対応した補助金を増額するものでございます。 

 また、農畜産業再生産緊急対策事業補助金は、地域農業を支えている認定農業者等に対して生

産資材等の価格高騰の影響を緩和するため、資材等の購入に係る経費を支援するものでございま

す。 

 具体的な補助内容ですけれども、認定農業者に対しては、生産資材等購入経費の１０％上限

１５万円、また作付面積が５０アール以上の主食用水稲栽培農家に対しては、１０アール当たり

１,５００円、作付面積が路地で５０アール以上、施設で１０アール以上の園芸品目栽培農家に

対しては、生産資材等購入経費の１０％上限１０万円、さらに畜産農家に対しては、配合飼料価

格安定制度で補填されない飼料価格の上昇分として、令和３年度及び令和４年度の増頭分に応じ、

１頭当たり８,０００円を上限といたしております。 

 ３９ページをお願いいたします。 

 ７款１項２目商工振興費の区分１、新型コロナウイルス緊急対策事業（商工振興）は、コロナ

感染症第６波の長期化に加え、物価高騰などにより景気下振りリスクが高まっていることから、

全県民を対象とした地域消費喚起プレミアム商品券を前回と同規模となる３万セット発行するこ

とに係る補助金でございます。 

 内容としては、紙と電子の２種類の商品券を発行するもので、紙を２万５,０００セット、プ

レミアム率３０％とし、電子を５,０００セット、プレミアム率４０％に設定をし、由布市商工

会への補助金交付を予定いたしております。 

 特定財源として、県補助金をプレミアム率２０％相当額及び事務費の２分の１を充当いたして

おります。 

 次に、４３ページをお願いいたします。 

 ９款１項３目災害対策費の区分１、新型コロナウイルス緊急対策事業（災害対策）は、避難所

におけるプライバシー保護と、より一層の感染症対策としてパーテーション１００張を購入する

もので、県補助金を２分の１充当いたしております。 

 ４９ページをお願いいたします。 

 １０款５項１目学校給食費の区分２、新型コロナウイルス緊急対策事業（学校給食）は、学校
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給食に利用する原材料の仕入価格が高騰している中、学校給食費の保護者負担の増加を抑止する

とともに、提供する食材の質の維持に向け、学校給食センター運営委員会に対して、主要原材料

の平均価格上昇相当分の購入費用を助成する学校給食食材高騰対策事業補助金でございます。 

 最後に、５３ページをお願いいたします。 

 １１款３項１目の区分１、公立学校施設災害復旧費は、本年１月に発生した日向灘地震により、

外壁塗装の剝離や内壁のクラック等が生じた由布川幼稚園園舎、由布院小学校及び湯布院中学校

校舎の災害復旧に向けた調査業務委託料となっております。 

 以上で説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（長谷川建策君）  次に、議案第４５号について詳細説明を求めます。高齢者支援課長。 

○高齢者支援課長（工藤 由美君）  高齢者支援課長です。議案第４５号について詳細説明をいた

します。 

 議案第４５号、令和４年度由布市介護保険特別会計補正予算（第１号）。 

 令和４年度由布市の介護保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ４３億１,７８３万７,０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

 令和４年６月８日提出。由布市長。 

 内容を御説明いたします。 

 まず、歳入ですが、事項別明細書６ページをお願いします。 

 中段、５款２項２目の区分１、自立支援型サービス加算推進事業補助金につきましては、県の

事業実施による収入見込みに伴いまして増額分として計上しております。 

 この歳入に伴いまして、８ページの歳出を御覧ください。 

 上段、４款１項１目の区分１、介護予防・生活支援サービス総合事業については、財源内訳の

変更として、国・県支出金を増額し、その他から同額を減額しております。 

 同ページ、下段、４款２項１目の区分１、一般介護予防事業費の報酬につきましては、配置さ

れた会計年度職員の任用年数による報酬月額の増額に伴うものでございます。 

 この増額に伴い、歳入、６ページ、国庫支出金、支払基金交付金、県支出金等をそれぞれの負

担割合により増額しております。 

 以上で、第４５号の詳細説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（長谷川建策君）  以上で、各議案の詳細説明が終わりました。 

────────────・────・──────────── 
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○議長（長谷川建策君）  これで、本日の日程は全て終了いたしました。 

 次回の本会議は６月１０日、午前１０時から一般質問を行います。 

 なお、一般質問通告書追加分の提出締切りは６月９日の正午まで、議案質疑に係る発言通告書

の締切りは１３日の正午までとなっていますので、厳守の上お願いいたします。 

 本日はこれで散会します。大変御苦労でございました。 

午前11時39分散会 

────────────────────────────── 


